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序    文

本書は、社会福祉法人大淀福社会の高齢者福祉施設建設に伴い、受託事業として都城

市教育委員会が発掘調査を実施した後牟田遺跡の報告書であります。

平成 17年度は、ケアハウス、平成 18年度は、特別養護老人ホームの建設に伴い発掘

調査が行われました。

遺跡からは弥生時代、古代から中世の遺構・遺物が多数検出されました。なによりも、

遺跡は扇状地の高台と低地にまたがって存在することが明らかとなり、低地では水田を、

すぐ北東の高台では集落が営まれていたことが想定されました。

本書の刊行によって、都城市の文化財に対する理解と認識が高まることを願うととも

に、今後の学術研究の発展に少しでも寄与できれば幸いです。

また、発掘調査に従事していただいた市民の皆様や、周辺住民の皆様をはじめ、関係

各機関の方々には多大なご理解とご協力をいただきました。心より感謝の意を表します。

2007年 3月

都城市教育委員会

教育長 玉 利   譲



例    言

1.本書は、高齢者福祉施設建設に伴い者Ь城市教育委員会が平成 17年度および平成 18年度に実施 し

た後牟田遺跡の発掘調査報告書である。

2.本書に使用 したレベルは海抜絶対高を用い、座標は国止座標を用い、基準方位は真北である。

3.本書の遺物番号は通 し番号とし、本文・挿図・写真の番号は一致する。

4.土層 と遺物の色調は『新版標準土色帖』 (農林水産省農林水産技術会議事務局監修)2001年度前

期版を参考にした。

5.現場における遺構実測は、作業員および市文化財課矢部喜多夫・加覧淳一の協力を得て栗山葉子

が行つた。

6.遺構及び遺物の写真撮影は栗山が行つた。

7.本書に掲載 した遺物の実測・製図は整理作業員と栗山が行った。

8.本書に掲載 した遺構の縮尺は、平成 17年度調査が 1/40、 平成 18年度が 1/80で ある。遺構配

置図については 1/500と なっている。また遺物の縮尺は土器類が 1/3、 石鏃などの小型の石器が

2/3、 そのほかの石器は 1/3、 特に大型の石器は 1/4、 1/6、 1/8と し各図面に縮尺を示 してある。

9.竪穴住居跡の主柱穴はアミカケしている。遺構内出土遺物の Y層 とは床面出上を示す。

10.複数時代の遺構が重複 している図については平面のみ、弥生時代を黒、古代～中世を青 (その中

でも切 り合いがある場合は青・緑系統の色で分けている。ただし、同色 =同 時期ではない。)と し

ている。

11.礫石器の使用痕は破線が敲打痕、実線が磨・砥痕である。平面の一点波線は使用範囲を示す。

12.植物珪酸体分析等の自然科学分析については株式会社古環境研究所に委託 した。

13.本書の執筆は第 5章の自然科学分析を株式会社古環境研究所に依頼 した。それ以外の執筆と編集

は栗山が行った。

14.現地における発掘調査および報告書作成にあたり、下記の方々よりご助言 。ご協力いただいた。

東 憲章 。二宮満夫・日高敬子 (宮崎県立西都原考古博物館 )

赤崎広志 (宮崎県埋蔵文化財センター)

桑畑光博 (all城市山田学校教育課 )

矢部喜多夫・山下大輔 。加覧淳一 。中村友昭 (者Б城市文化財課)

15,本書で使用 した遺構の略記号は以下のとお りである。

SA:竪穴住居跡 SB:掘立柱建物跡 SD:溝状遺構 ST:周溝状遺構

16.発掘調査で出土 した遺物とすべての記録は都城市教育委員会で保管 している。
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説序轟早第

第 1節 調査 の経緯 と経過

平成 17年 3月 に社会福祉法人設立準備委員会 (後の大淀福社会)よ り高齢者福祉施設建設のため、

文化財有無の照会があつた。これを受け、市教育委員会は平成 17年 2月 2日 から2月 8日 にかけて

結果、建設予定地全域から古代・弥生時代の遺構・遺物を確認したため、協議の試掘調査を行つた。

結果、工事によって削平される建物基礎部分については発掘調査を実施することとなった。

また、平成 18年には、社会福祉法人大淀福社会より、平成 17年に建設した建物の東佃1隣接地に高

齢者福祉施設を新たに建設するため、都城市教育委員会に埋蔵文化財発掘届出が提出された。これを

受け、平成 18年 5月 22回 から7月 12日 にかけて発掘調査を実施した。当初、平成 17年度同様、建

物基礎部分のみ調査を行う予定であったが、基礎部分を調査したところ弥生時代の竪穴住居跡を数軒

、基礎と基礎をつなぐ梁で削平を受ける箇所が多かったため、確認し、工事計画と照らしあわした結果、

調査を行うこととなった。遺構部分については調査範囲を拡張し、

第 2節 調査組織

平成 17年度)

宮崎県都城市教育委員会・調査主体者

長  玉利  譲 (平成 17年 6月 15日 から)教    育・調査責任者

長  今村  昇教  育  部・調査事務局

(平成 17年 10月 1開 から平成 17年 12月 31日 まで文化財課長兼務)

長  有馬 千泳 (平成 17年 9月 30日 まで)文  化  財  課

高野 隆志 (平成 18年 1月 1日 より)

文 化 財 課 課 長 補 佐  新宮 高弘

文 化 財 課 冨じ主 幹  矢部喜多夫

文 化 財 課 主 事  栗山 葉子・調査担当者

。発掘作業従事者 :内村好子 榎木ハナ 椎谷松子 庄屋幸子 曽原主吉 財部重男 鴇 松雄

抜迫清美 東 春雄 広畑雄二 福丸秀則 坊地 トミ 馬籠恵子

・整理作業従事者 :奥 登根子 丸崎千鶴子

平成 18年度)

宮崎県都城市教育委員会・調査主体者

長  玉利  諜教    育。調査責任者

長  今村  昇教  育  部。調査事務局

長  高野 隆志文  化  財  課

文 イヒ財 課 課 長 補 佐  新宮 高弘

文 化 財 課 副 主 幹  矢部喜多夫

文 化 財 課 主 事  栗山 葉子・調査担当者

財部重男。発掘作業従事者 :岩本 泉 内村好子 大山伊智子 椎谷松子 曽原主吉

谷口清二 鴇 松雄 広畑雄二  抜迫清美

・整理作業従事者 :大坪真知子 丸崎千鶴子 新屋美佳‐八谷邦江
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第 2章 遺跡の位置と環境

都城市は宮崎県南西部に位置し、北東から南を鰐塚山地、北西側には高千穂峰をはじめとする霧島

連山に囲まれた都城盆地を占めている。盆地東側は扇状地形が多 く西倶1に はシラス台地が広が り、盆

地中央には北から南へ多 くの支流 (沖水川 。年見川・横市川・庄内川・丸谷川・姫城川・萩原川など)

を集め大淀川が流下 している。

後牟田遺跡は都城市上長飯町に所在 している。遺跡は沖水川 と萩原川に挟 まれた扇状地に位置

し、遺跡北方には姫城川が東面に流れ、南には福島池がある。現状は畑地となってお り、標高 155～

157mで北東から南西へ緩傾斜 している、遺跡の西側は遺跡が位置する面よりかなり低 く下が り、現

1人は水田が広がっている。

周辺には遺跡東佃1に上之園第 2遺跡、高田遺跡があり、画佃1に は小鷹原遺跡がある。上之園第 2遺

跡は弥生後期から古墳時代の集落跡や、古代 (8c後半～ 10c前半の)。 中世 (15c)の L字に区画

された溝内から多数の掘立柱建物跡などが見つかっている。高田遺跡では弥生時代中期を主体 とする

竪穴住居跡が溝で区画された内側から多数検出されている。小鷹原遺跡では中世の屋敷跡と考えられ

る溝で区画された掘立柱建物跡などが見つかっている。

1:後牟田遺跡 2:上 ノ園第 2遺跡 3:高 圏遺跡 4:小 鷹原遺跡

第 1図 遺跡位置図
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第 9章 平成 17年度の調査

第 1節 調査方法 と概 要

平成 17年度はケアハウス建設によつて削平を受ける建物基礎部分、計 48箇所について、 lm× 1

m及び 1.5m× 1.5mの トレンチ調査を行つた (第 2図 )。 調査方法は各 トレンチの表上を重機にて剥

ぎ取り後、御池軽石層上面まで入力で掘 り下げ、遺構 。遺物の有無を確認し、写真撮影と土層断面図

を作成した。検出された遺構についてはトレンチ内のみ掘り下げ、写真撮影と平面及び土層断面図を

作成した。その後、御池軽石層より下層の調査を行い、礫層まで掘り下げを行っている。また、調査

区西側については、御池軽石層が認められなかったため、礫層まで調査を行った。出土遺物の取り上

げはトータルステーションを用いた。

結果、弥生時代と思われる竪穴住居跡 1軒、中世のものと思われる溝状遺構 1条 (平成 18年度調

査区域に続 く)、 時期不明の溝状遺構 1条を検出した。

面的に調査を行っていないため、明確な畦畔等は検出できなかったものの、土層の状態やプラント・

オパール分析の結果から遺跡南画部では弥生時代・古代～中世の水圏跡があつた可能性が考えられる。

また、文明軽石 (15c後半に桜島より噴出)に よつて埋没したと思われる畝間や、その復旧痕と思

われる痕跡も一部確認している。

第 2節 遺跡の層序

遺跡の基本的な層序については以下に示すが、調査区域の 6・ 13・ 20・ 27ト レンチを境にその西倶1

と東倶1で は層の堆積が異なっていた。トレンチ調査のため、各トレンチの土層の関連性が不明瞭なと

ころが多い。

1ヽ
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lL__

S2T

□
５‐Ｔ
５５Ｔ
□

□
５０Ｔ
５４Ｔ
□

□
研
蘭
□

摯導＼ξ ttill S18T

習路lT tt「
鼎ヾ 忌3T‰

TT   i siく＼
T≒

、

推定 )

::::::::====::=:====:====:::::::=
鼎Ⅲ、スFT     _   1■S4T     s群

   l葉
E146.「   口                S6T

B
4BT s26T

(藝は試掘調査 lT～ 48T:H17年 度調査 49T～ 93T:Ⅱ 18年度調査) S=1/1,000

第 2図 調査区域及び周辺地形図
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6・ 13・ 20・ 27ト レンチより東側では都城盆地で指標 となる霧島御池軽石層 (約 4,200年前に霧島

御池より噴出)が良好に堆積 しているのに対 し、西側では霧島御池軽石層が認められず、洪水堆積物

と思われる砂・礫層が幾重にも認められた。また、両地点の境 となる 6・ 13・ 20・ 27ト レンチでは逆

転など層の舌Lれが激 しかった。それより東側の霧島御池軽石層の下位は黒色土の堆積が認められたが、

その下位は礫層が厚 く堆積していた。また、御池軽石より古 く、都城盆地で確認される喜界アカホヤ

火曲灰 (約 6,300年前)については何れの調査 トレンチにおいても確認することはできなかった。

よって6・ 13・ 20・ 27ト レンチラインの東西で地形面が異なることがわかる。便宜上、西側を扇

状地①面、東側を扇状地②面とすると、1～ 5、 8～ 12、 16～ 19、 24～ 26ト レンチは地扇状地②に、6、

7、 13～ 15、 20～ 23、 27～ 48ト レンチについては扇状地①面に位置することになる。なお、両地

形面の境と思われる6・ 13・ 20・ 27ト レンチについては扇状地①面に位置付ける。図面の掲載につ

いては先に扇状地②面を、その後に扇状地①面を掲載している。扇状地①面と扇状地②面で4層 (4

a～ 4c)と 5層 としている層については、本質的な土壌は同じものであるが、扇状地①面では地下

水の影響を受けているため、分層し、細分を行っている。48ト レンチについては平成16年度の確認

調査地点と重なっていたため削平されていたため掲載していない。

1層 は灰色砂質シルト土 (現代の耕作土)

2層は黒灰色砂質シルト土 (中世～近代の耕作土)

*7・ 21・ 22・ 23・ 27・ 30。 33。 39ト レンチでは文明軽石堆積後の復旧痕と思われるものを一部確認

3層は文明軽石層 (15世紀後半に桜島より噴出):扇状地②面では削平されている

*7・ 13・ 14・ 20・ 29。 32・ 39ト レンチでは3層 を埋土とする浅い落ち込みを確認している。

4a層は黒色粘質シル ト土 *水田層か (6・ 14・ 20。 23・ 27～ 35、 39。 40。 42・ 47ト レンチ)

4b層は紫黒色～黒色粘質シル ト土 (小礫・砂を含む)*水田層か水田基盤層か (7・ 15。 21ト レンチ)

4c層は黒褐色～にぶい黄橙色の混ざる砂質シル ト土 (粘性あり)

4d層は灰褐色砂質シル ト土。4e層は明灰褐色砂質シル ト±。4f層は灰褐色粘質シル ト土。

4g層は灰白色粘質シル ト±。4h層は灰白色粘質シル ト土

4i層は灰黒色～暗灰色粘質シル ト土 *弥生時代の水田層か (44ト レンチ)

5a層は黒色粘質シル ト土 (黄色軽石粒を多 く含む)

5b層は黒褐色粘質シル ト土 (黄色軽石粒を非常に多 く含む)

6層は御池軽石層 (約 4,200年前に霧島の御池より噴出)

フa層は黒色粘質シル ト土 (小礫をところどころ含む)

フb層 は黒灰色粘質シル ト土

8′ 層は褐灰色粘質シル ト土 (灰褐色パ ミスを含む)

8層は暗灰黄色砂質シル ト土

9a層はにぶい黄橙色砂シル ト質 (小礫をところどころ含む)

9b層はにぶい黄橙色砂礫層 (礫を多 く含む)

9o層は礫層

10層はにぶい黄橙色砂質シル ト (小礫をところどころ含む)

1l a層 は礫を含む粗い砂

1l b層 は糸田かい砂

1l c層 はにぶい黄褐色砂質シル ト土 (礫を含む)

1l d層 は灰白色粘質シル ト

12層は礫層

*5～ 12層 は扇状地②画の層序、4層 は扇状地①面の層序で、扇状地①面では砂・砂礫・礫層は各トレンチで記載
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第 3節 各地点の状況と成果

開発区域北東部分にあたる 1～ 5、 8～ 12、 16～ 19、 24～ 26ト レンチでは御池軽石層が良好に

堆積 していたが、御池軽石層上位の包含層は、ほぼ全体的に削平されていた。上記の トレンチより西

狽1の トレンチでは御池軽石層の堆積が見 られなかった。また、御池軽石層有無の境 目となる 13ト レ

ンチ 20ト レンチ 27ト レンチでは、御池軽石層がブロック状に入 り、層序 も逆転するなどしていた。

調査の結果、当遺跡では弥生時代・古代～中世の遺構 。遺物が見つかつている。

11ト レンチで黒色土を埋土とする溝 と思われる遺構が 1条見つかつている。遺物の出土が無いた

め時期は不明であるが、埋土は 17ト レンチの竪穴住居の埋土と類似 している。

17ト レンチ と9ト レンチでは弥生時代に属すると考えられる竪穴住居跡の北端 と南端が検出され

た。竪穴住居跡の規模は推定で約 6mと 考えられ、平面形態は突出壁をもつ方形と思われる。

26ト レンチでも黒色土を埋土とする落ち込みが見られたが、時期等、詳細は不明である。

44ト レンチは扇状地①にあたり、厚い砂層の4i層内から弥生土器片 1点が出土している。また、

この4i層 では下層を巻き上げる状況が確認でき、水田跡の可能性が考えられた。そこで、この層内

の炭化物の年代淑1定 を行ったところ、補正年代で2,250± 40BPと いう年代が得られた。また、プラント・

オパール分析を行ったところ44ト レンチと33ト レンチでも弥生時代相当層から稲が少量ではあるが

検出されている。

古代～中世に関しては、扇状地①面の トレンチでは文明軽石層が埋没する落ち込みや下層の礫や砂

層を巻き上げている状態が見られ、水田層の可能性が考えられた。そこで、14・ 33・ 44ト レンチで

プラント・オパール分析を行つた。何れのトレンチでも、密度が低いものの、イネが検出されている。

あくまでも可能性の域を出ないものである。

24ト レンチでは文明軽石が埋没する溝状遺構を 1条検出している。幅 0.9m、 深さ0.4mで ある。

平成 18年度に調査を行つたところ、この溝の延長を検出しており、時期は中世と考えられる。

第 4節 出土遺物 (第 7・ 8図 )

1～ 3(第 7図)は本調査に先立つ試掘調査で出土した遺物である。 1は S22ト レンチの灰褐色

土上面 (4d層該当)出上の弥生土器甕で、日径 33 cmで ある。内外面とも磨耗が激しい。2は S19

トレンチ褐色土上面 (4d層該当)出土の弥生土器の甕底部で、底径 8 cm。 底部裾が薄く広がり、底

部中央は上底 となっている。3は S23ト レンチ出土で器種は不明であるが、上部は内面に絞 り跡が

明瞭に残 り、外面はナデが施され、孔が開いた状態で焼成されている。蓋かあるいは鉢形有孔土器の

一種であろうか。4は S27ト レンチ出土 (4d層相当)の土師器で、底径 4.7 cm内 外面とも磨耗が激

しいため底部の切り離しは不明である。

5～ 24は平成 17年度の本調査出上の遺物である。5は 45ト レンチ出土の弥生土器の甕口縁部あ

る。IIl径 38 cm。 6～ 8は鉢である。9010は壺の回縁部である。10は 24ト レンチの溝内より出

土しているが流れ込みと考えられる。11はおそらく3条の突帯を持つもので、突帯のある壷か甕の

胴部片である。溝内から出土しているが流れ込みと考えられる。12は底部片で、粘土の接合痕で欠

けている。13は ミニチュア土器で、聞径 4.2 cm、 底径 1.2 cm、 器高 2.9 cmである。14は溝内出土の敲

石である。15は 30ト レンチ出土の磨石である。16～ 18は 47ト レンチ出上である。16・ 18は南壁、

17は北壁より横たわったイ犬態で出土した。16は甕の胴部から底部にかけての資料で内タト面とも磨耗

が激しい。電零‐は口縁部の一部を欠いているがほぼ完形の壷である。内外面の磨耗が激しく調整は不明

である。底部中央を指で押し上げたような上げ底となっている。粘土接合痕が内外面に残る。18は壷

口縁部である。20は須恵器壷である。20～ 23は土師器である。24は土師甕片である。
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S22T(4d相 当層 )

S27T(4d相 当層 )

4

24T SD a層

S23T 一一右舌
S19T

36T 4a層 23T 4c層

31T 4c層

~ 10

30T 4c層
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第7図 H16年度試掘及びH17年度調査出土遺物①

(4d相当層 )

45T 4d層

17T SA a層

Sヽ● H

30T 4c層
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47T4e'提∃

47T4e'層

47T 4e 層

0 10cm

@

19

20T 4a層

ち2

47T 4a層

7可
1

42T一括

/24

42T一括

39T 4a層

第 8図 平成 17年度出上遺物②
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表 1 遺物観察表①
図版番 出 土

トレンチ
出土層 種別

調整 色調
胎土 備考

内 面 タトロ罰 内 面 タト霧5

7

1 S22T (4d) 土器 ナ デ 健ハケ 浅黄橙 にあミい1蔭 日かな鉱物含 ロイ蚤:33cm

S19T (4d) 土器 ナ デ 従ハケ 浅責橙 にぶい貢橙 細かな鉱物含 題こそ益 :8cm

S23T 一 摘 土師器 ナ テ ナデ 浅黄橙 j姜 貢構 細 か な 瓶 物 曾 口

`蚤

i4.5om

S27T (4d) 土 器 ナデ ナデ 浅黄橙 浅黄橙 日かい 底径 :4 7cm

45T 4d 土器 ナ デ ナ デ にぶい橙 にぶい櫨 細かな鉱物含 口径 i38om

36T 4a 土 器 ナ す ナ テ 浅黄橙 浅黄橙 細 か な 孤 物 曾

41T 4d 土 器 ナデ ハ 4π 浅黄橙 浅黄橙 鉱物含

23T 4c 土器 ナデ ハ ケ 灰 白 浅貢橙 鉱物含

31T 4c 土 器 ,テ ナ テ 浅黄橙 浅黄橙 鉱物含 IIlイ蚤:24.8om

24T(SD) 土器 ナデ す テ にぶい赤褐 にぶい赤褐 雲母を含む 口

`蚤

:20 2cm

17T(SA) 土器 ハ ケ ナデ にぶい橙 にぶい橙 雲 母 を含 む

13T 4c 土 器 す テ ナ デ 浅黄橙 浅黄橙 細 か な 皿 物 曾

30T 4c 土器 ナデ ナデ 浅黄橙 浅黄橙 細かな鉱物含 口径 :4 2om

底径 :1.2om

器高 :2.9om

8

47T 4e´ 土器 ナデ ハ ケ 褐 灰 菱賛 楕 細かな鉱物含 底径 :8 8om

47T 4e′ 土器 ナデ ナデ? 浅黄橙 浅黄橙 細かな鉱物含 口径 :10om

底径 :5om

器高 :20 9om

47T 4e′ 土器 ハ ケ ハ ケ 浅 賛 樟 浅黄橙 細かな鉱物含 ロイ蚤:14.4om

20丁 4a 須恵器 ナ デ ナデ 灰 黄 灰 黒色鉱物含

42T ― 摘 土師器 国転ナデ 回 転 す 丁 にぶい橙 にぶい橙 細かい砂粒含

47T 4a 土師器 回転ナデ 回転ナデ 豊賛 精 浅黄橙 細かい砂粒含

20T 4a 土師器 回転ナデ 回転ナデ 浅黄橙 にぶい貴橙 細 か い 砂 粒 営 属イ蚤:6 2om

39T 4a 土師器 回 転 ナ デ 回転ナデ にぶい黄橙 灰 白 細かい砂粒含

42T 一 括 土師器甕 ケズリ ナ デ 橙 にぶい貢橙 細かな鉱物含

表2 遺物観察表②
図版番 出土 トレンチ 出土層 器 種 最大長(Om) 最大幅(om) 最大厚(om) 重量 (g) 石材 備考

17T(SA) 敲 石 25.4 砂岩

30T 4c 磨 石 582 砂 岩
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第4章 平成 18年度の調査

第 1節 調査 方法 と概 要

平成 18年度は、当初、建物の基礎部分計 45箇所を調査対象としていた。調査方法はトレンチ法を

用いた。 トレンチの規格は 1.5～ 2.5m四方、5m× 2.2mを 主体とした。

各 トレンチの表土を重機で剥ぎ取り後、人力で御池軽石層上面まで調査 し、遺構・遺物の有無を確

認した。御池軽石層より下位については前年度の調査の結果を考慮し、また南偵1で は水が湧 くため調

査は行っていない。

調査区北側に位置するトレンチでは平成 17年度同様、御池軽石層まで削平を受けていた。また、

調査を進めた段階で、弥生時代の竪穴住居と考えられる遺構が多数確認された。基礎と基礎の間には

縦横に梁を渡すという工事計画を考慮し、削平される遺構部分については調査対象面積を拡張し調査

を行うこととなったため、拡張によつて削平される土層断面図の記録を作成した後、重機にて表土を

剥ぎ取 り後、入力で掘り下げを行った。

トレンチ番号は平成 17年度の続き番号とし、拡張したトレンチについては拡張 トレンチ 1～ 3と

した。遺物の取り上げ及び遺構平面図はトータルステーションを用いた。

また、調査期間の関係上 68ト レンチで検出した遺構については遺構の範囲確認のみを行い削平を

受けない部分については調査を行っていない。

第 2節 遺跡 の層序

平成 18年度調査を行ったのは平成 17年度の東償1である。よって平成 17年度調査の扇状地②の層

序と同じものであると考えられた。調査を行ったところ、昨年度同様に、調査区北佃1で は御池軽石層

まで削平を受けていた。しかし、南側については、御池軽石層より上位の層についても堆積が認めら

れた。平成 17年度の扇状地②では確認できなかった層の堆積が御池軽石層より上位に認められたこ

とから、平成 18年度の層序についてはローマ数字表記とした。なお、平成 17・ 18年度に共通する層

は I～ Ⅲ、Va層～Ⅵ層である。

I層 は表土 (現耕作土)で、 I ′
は表土の上に盛られた砕石である。

Ⅱ層は1国耕作土 (中世後期～近世)である。

Ⅲ層は 15世紀後半に鹿児島県の桜島より噴出した文明軽石層である。

Ⅳ層は黄色軽石をほとんど含まない黒色粘質シル ト土 (Ⅳ a)と 、灰褐色粘質シルト土 (Ⅳ b)に

分かれる。前者がよりしまりのある土であるのに対 し、後者は粘質が強い。後者は調査区北側ではよ

り暗く調査区北側ではⅣaと 分けることが非常に困難である。地下水が上がる南側ではより明るくな

ることから、地下水の影響を強く受けているものと思われる。

V層 については前述したように平成 17年度調査の扇状地②のVaobに 同じであるが、調査区南

ではVb層が存在せず、Ⅵ層の御池軽石層となる。これもIV層 同様に地下水の影響によるものと考え

られる。

Ⅵ層は霧島の御池より約 4,200年前に噴出した御池軽石層である。黄色軽石粒であるが、調査区南

側の トレンチでは、地下水影響を受けているためか、黄色ではなく褐色味のある灰白色で、また、軽

石の粒 も細かく砂状であった。

遺物が出土するのはⅣ a～ Va層である。各層の時期であるが、一番遺物の出土が多いのはⅣb層

である。この層からは弥生時代～中世に至るまでの遺物が出土している。Va層からは弥生時代以外

の遺物は出土していない。よってVaについては弥生時代の遺物包含層であると考えられる。中世の

遺構である溝状遺構の埋土や掘り込み面を考慮すると、中世の遺物包含層はⅣ a層 と考えられる。
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第 3節 各地点の状況と成果

49～ 62ト レンチまではⅥ層まで削平を受けていた。詳細は後述するが、このうち 54ト レンチ及

び 57ト レンチではV層 を主体とする溝状の黒色土落ち込みが認められ (SD01)、 59・ 60・ 61ト レン

チではV層 を主体とし、土器が多 く含まれる暗褐色上の落ち込みが認められた (SA01・ 02)。 同様に

64・ 65・ 71・ 72・ 74～ 80・ 87・ 92ト レンチで、Ⅳ層及びV層 を主体とする柱穴や溝状遺構、竪穴住

居跡と思われる落ち込みが認められた。このうち弥生時代の遺物を多く含む竪穴住居跡及び周溝状遺

構と思われる部分についてはトレンチを拡張し調査を行つた (拡張 トレンチ 1～ 3)。

調査の結果、弥生時代の竪穴住居跡 6軒、周溝状遺構 6基、古代～中世の掘立柱建物跡 3棟、溝状

遺構 3条が検出された。

(第 11図 ):平面での遺構確認はできなかったものの、残 りのよい東償J土層断面でV

層を主体とする浅い落ち込みが認められた。後述する66ト レンチで検出されたSD03の延長線上に

認められるため、同遺構の続きの可能性が考えられる。

(第 11図 ):幅 50 cm、 深さ20 cmの 溝状遺構 (SD03)を 検出している。埋土はVa層
を主体とし、黄色軽石粒を多く含んでいる。やや蛇行しながら東西方向にのびている。走行確認のた

め 67ト レンチとの中間にトレンチを入れ確認したが、続きは確認できなかった。西側では64ト レン

チで東西方向にうっすらと黒褐色土の落ち込みが認められたが、残 りが浅く図化することはできな

かった。162(第 26図)は SD03出土土器である。胎土に雲母は含んでいない。

(第 11図 ):直径が 20 cmか ら40 cm、

Va層 を主体 とし、黄色軽石粒を多 く含んでいた。

連する可能性 も考えられる。

深さ20 cm前後の柱穴が 3つ検出された。埋土は

隣接する拡張 トレンチ 3検出の掘立柱建物跡と関

(第 11図)ではVb層上面まで削平され、遺構 。遺物は確認できなかった。

理■豪瓢濠難■3=硼時0■■
=卜

″   (第 11図)ではⅢ～Ⅵ層が良好に堆積しており、遺物も

多数出土したが、遺構は検出されていない。

寝用由嗜´舞 (第 11図)は北壁断面で、Ⅲ層から掘 り込まれたと思われる柱穴を確認している。

●■三e=田なたた (第 12図)ではVa層 を主体とする黒褐色上の落ち込みを確認した。遺物の出土

状況や形態から竪穴住居跡 (SA01)と 考えられたため、 トレンチを拡張した (拡張 トレンチ 1)。

SA01の 規模は南北 6。 lm、 東西 6.94mである。東側と南側にベッド状遺構を持つ方形の間仕切型

である。床面まで掘 り下げたところ、柱穴と柱穴を取 り囲むように黄色軽石を含む暗褐色上の落ち込

みが認められた。これを掘 り下げたところ、幅 0.4～ 0。6m、 深さ0.3m、 直径約 3.2mの 円形の周溝

となった。この周溝の南東部分については張床がかぶさっており、周溝内の一部は焼けて赤化してい

た。また、SA01の主柱穴はこの周溝内に4本認められた。用途・機能は不明である。主柱穴の直径

は 0.5～ 0.7m、 深さ0.4～ 0,7mで 、ほとんどの柱穴が御池軽石層下位まで掘 り込まれていた。住居

東佃1と 南倶1の一部には浅いものの、壁帯溝が認められた。住居の立ち上がりは北側に比べ南側が緩や

かではっきりしない。

25～ 33は SA01出上の遺物である (第 13図 )。 25は 日径 28.8 cmの甕である。口縁内倶1に約 lcm

幅で橙褐色の化粧土が残っている。EIl縁部から胴部にかけてススが認められる。SA03出 土の土器片
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と接合が認められた。断面三角形の突帯刻目には布目が残る。26は胎土に雲母を含む口縁部片であ

る。27は胎土に雲母を含み、外面にはススが認められる。甕の胴部片である。28は突帯部片である。

突帯はコの字状を呈し中央が窪む。29は甕の胴部から底部までの資料で、SA03の土器片と接合する。

胎土に雲母を含む。底径は 8.4 cmで ある。

30は敲石で上端に敲打痕が残る。31は大型の砥石である。表裏平坦面を縦方向に使用痕が残され

ている。地面に設置した際、低 くなる部分がより使用されている。32033は石皿である。32は表裏

平坦面を使用。33は表裏面とも敲打痕と磨痕が認められ、磨痕によつて中央部分の敲打痕は消され

ている。表面の端には敲打痕が残る。石材は何れも砂岩である。

65T 南壁

64T・ 65T土層断面図
I・ :砕石  灰黒色シルト土 (現代の耕作土)
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第 14図 SA02平 面 0断面図及び 54丁 土層断面図

59ト レンチではVa層 を主体とする黒褐色土の落ち込みを確認 した。そこで、トレンチを拡張し(拡

張 トレンチ 1の北半分)竪穴住居跡 (SA02)、 溝状遺構 (SD01)、 柱穴を検出した (第 14図 )。

SA02の規模は東西方向 7.5m、 南北方向 7.lmのベッド状遺構を持つ花弁状住居である。主柱穴は

7本である。柱穴は直径 0.5～ 0.8m、 深さ0.6～ 0.8mで ある。御池軽石層下位まで掘 り込まれてい

た。中央に浅い土坑をもつ。南倶Jと 東側に一部壁帯溝が認められた。また、南束のベッド状部分では

小さな高段 と浅い溝によつて囲まれた土坑が認められた。この周辺の床面は受熱のためか赤化してい

た。南側のベッド状部分は低 く掘 り込まれていた。明瞭な貼床は認められなかった。

溝状遺構 (SD01)、 柱穴は古代から中世のものと考えられる。SD01は 54ト レンチから繋がるもので、

南西の延長線上に平成 17年度調査の 24ト レンチ検出の SDが存在 し、溝埋土や断面等を観察したと

ころ同一のものと判断した。溝は緩やかに外反している。断面は逆台形で幅 0.8m、 深さ約 0.4mである。

SA02を 切る柱穴内からは生焼けの橘鉢 (第 15図 44)が出土している。柱穴の規模は様々であるが、

何れも黒色土を主体とした埋土である。
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34～ 49は sA02出土の遺物である(第 15図 )。 34は直径 25.8 cmの 甕である。35は壷口縁部である。

36は 3条の突帯を持つ壷胴部片 と思われ、内夕れこハケメが残る。37038は 1条の刻 目突帯を持つ胴

部片である。39は底径 8cmの甕の底部で上底である。40は壺の底部片である。41は 土器片を打ち

欠いて転用 したものである。42は不明鉄器である。43は鉄鏃で、表面に別な鉄が付着 していると思

われる。裏面には布が付着 している。45は石鏃未成品で頁岩製である。後述する別の頁岩と区別す

るため頁岩Aと してお く。46は磨・敲石である。47は礫端部に敲打痕が激 しく残 り、平坦面は磨痕

が残る。上部は欠損 している。48は上部を欠損する敲石で下端に激 しい敲打痕を残す。47と 石質が

同一であるが、接合は認められなかった。49は台石片である。46～ 49の石材は砂岩である。

ではVa層 を主体 とする黒褐色上の落ち込みを確認 したため トレンチを拡張 し、

竪穴住居跡 (SA03)、 周溝状遺構 (ST05)のほか柱穴を多数検出した (第 16図 )。

SA03の規模は南北 8.8m、 東西 9mのベ ッド状遺構 を持つ花弁状住居跡である。主柱穴は 9本で

ある。柱穴は直径 0.4～ 0,9mで、深さは 0.6～ 0.8mである。何れの柱穴も中央に向かってやや傾斜 し、

御池軽石層まで掘 り込まれていた。また、一番北の柱穴の底には礫が残されていた。主柱穴を囲むよ

うに浅い溝が巡っている。中央には深い土坑が認められ、土坑底は東西が柱穴状に掘 り込まれていた。

明瞭な貼床は認められなかった。

50～ 97は SA03出土遺物である (第 17～ 19図 )。 50は口縁のすぐ下に 1条の刻目突帯を持つ甕で、

内面の胴部下半および外面にはススが付着 している。日縁端部はやや肥厚 し、日唇部はやや窪む。底

部は上げ底である。器面は丁寧なナデによって仕上げられ、底部外面はユビオサエの痕がかすかに残る。

底部には自色の付着物が認められる。51は 口縁部よりやや離れて 1条の刻 目突帯が貝占り付けられてい

る。口唇部は窪む。外面には聞縁部と突帯から下の胴部上半に、内面は胴部下半にススが付着 してい

る。52は SA01出上の土器と接合 している。内外面に明瞭なハケメを残す。口縁部下方の突帯は刻 目

を持たない。外面には全体的にススが付着 している。口縁部付け根外面には明瞭な稜を持たず、内面

には接合線がかすかに残る。口縁部上面および聞唇部が窪む。53はタト面にススが付着する甕口縁部で

ある。54は小型の甕で、外面にススが付着する。口縁部上面はやや膨 らみ口唇部は平坦である。口縁

部付け根が窪む。55は小型の甕で外面にススが付着する。口縁端部は薄 くなる。日縁部上面はやや窪む。

56は壼 IIl縁部で、胎土に雲母を多量に含んでいる。二叉状口縁で口唇部は窪む。57は 甕の回縁部で口

縁部の付け根が窪み、沈線状のものが 2条認められる。 IIl縁上面はふ くらみ口唇部は平坦である。58

～ 61は甕底部と思われる。58は指によって押 し上げられた上げ底となっており、内面にはススが付着

している。59は内面がススで覆われている。底部には僅かに繊維痕が認められる。60は底部に自色の

付着物が認められる。61は底部内面にススが付着 し、タト面は磨耗 している。62と胎上が非常に似てい

る。62は 口縁部やや下方に 1条の刻 目突帯が貝占り付けられている。日唇部は窪む。夕ヽ面には口縁部か

ら胴部まで全体的にススが付着 している。SA05の土器片と接合 している。63は 3条の突帯を胴部に持

つ甕で、内面に口縁部の接合痕を残 し、日縁部の付け根は明瞭でない。口縁部上面は平坦で回唇部は

窪む。外面はススが付着する。64は 回縁付け根が緩やかで回縁端部がやや肥厚 し、日唇部が窪む。外

面にススが付着する。65は鉢のIIl縁部で口唇部は平坦である。66は長頸壷で、住居の北東で出土 した

上半と南西で出土 した下半が接合 している。67は壷で、表面ににぶい黄褐色の塗布が認められる。68

は壺で、頸部と胴部の境に四条の断面三角形の突帯をめぐらす。胎土に雲母を多 く含んでいる。SA05

出土の土器片と接合する。69は底部で、胎上が 68に非常に似ているため同一個体の可能性 もある。ま

た、56の IIl縁部についても同一個体の可能性がある。70は壷で、頸部にミガキによる暗文が施されて

いる。71は壷の底部と思われる。外面の磨耗が激 しい。72074075は外面にミガキが残る資料である。

76077は土器片の転用品で、打ち欠きや割れ後の磨耗が認められる。
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第 16図 SA030S丁05平面・断面図及び 60丁 土層断面図

78は磨製石鏃で、使用による欠損か上端を欠いている。石材は頁岩Aである。79～ 85は同一石材

と思われる資料である。石材は頁岩であるが、磨製石鏃に使用されている頁岩と異なるため頁岩 Bと

してお く。79082は節理面で割れている資料である。84を 除けば何れも板状の剥片で、明確な石器

としての使用は認められず、また、明瞭な加工痕も認められない。しかしながら同一住居内の南東に

出土が集中している。84は磨製の剥片石器である。表面の中央は丁寧に磨かれてお り、縁辺は使用

によるものか微細剥離が認められる。

86～ 88は小型の敲石で端部に敲打痕が残る。89は平坦面に敲打痕と磨痕が残る台石である。90

も台石である。91は砥石片である。92は表面に敲打痕が残る台石である。93は平坦面に敲打痕と磨

痕を残す台石で、端部は剥落が認められる。94は大型の敲石で、礫の側面および端部に敲打痕が残る。

95096は軽石製品である。97は粘土塊である。

みヽ百
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表3 遺物観察表③
図 llk蒼

出土遺構 出土層 種男1
調整 色 調

胎土 備考
内 面 タト百罰 内 面 タトF瓢

SA01 a・ Y 土器 ハ ケ ナデ 浅黄橙 にぶい黄橙 黒色鉱物含
SA03
SA01 ― 摘 土 器 す 7 ナ デ 橙 橙 雲 量 チ 含 む

SA01 a・ Y 土 器 ハケ+ナデ ナデ にぶい橙 橙 雲母を含む
SA01 土器 ハ ケ ナデ 橙 白色鉱物含

SA01 土 器 ハケ、ナデ ハケ+ナデ にぶい黄橙 橙 雲母を含む 底径 :8.4om

SA03
SA02 土器 ハ ケ ハ ケ 橙 にぶい黄橙 ミ褐 竹 鉦 物 言 T) 口 省

=25.8
SA02 ― IFA 土 器 ナデ ナ デ にぶい黄橙 にぶい黄橙 褐 角 鉱 物 含 む

SA02 a・ Y 土 器 ハケ、ナデ ハケ、ナデ にぶい貢橙 にぶい貢橙 白色鉱物含

SA02 土器 ナデ ハ ケ にぶい黄橙 にぶい黄橙 自色鉱物含

SA02 土 器 ハ ケ ハ 4万 にぶい黄橙 にぶい黄橙 赤褐色鉱物含む

SA02 土 器 ナデ ハ ケ 灰黄褐 にぶい貢橙 白色鉱物含 底径 :8om

SA02 ― 枯 土 器 ナ デ 橙 にぶい橙 白色鉱物含

中世柱穴 ― 枯 備前焼 回転ナデ 回 転 す ア 明黄褐 明黄褐 白色鉱物含

SA03 土器 ナデ ナデ 橙 にぶい橙 赤褐色鉱物含む 口径 i30.lom

底径 :8 4om

器高 :30.3om

SA03 土 器 ナ デ ハケ、ナデ にらミい1魔 にぶい橙 白色鉱物含 闘 縄≒ 30.8om

SA03 土器 ハ ケ ハ ケ にぶい黄橙 にぶい黄橙 黒色鉱物含
口径23 6cmSA01 a・ Y

SA03 土器 す す ナ デ にらミい1燈 に,Sミ い1登 示 褐 仲 .飢物 含 む

SA03 土器 ハ ケ ハ ケ にぶい橙 こらミい1澄 白色鉱物含 口 径 :1 9om

SA03 土器 ナデ ナ デ にらミいネ局 にぶい褐 赤 褐 色 鉱 物 含 む 口径 :18.3om

SA03 土 器 す す ナ デ にぶい赤褐 にぶい赤褐 雲母を含む 口 径 9 8om

SA03 土 器 ナデ ハ ケ にらミい1登 橙 白色鉱物含

SA03 土器 ナデ? ハ ケ 黒 褐 にぶい責橙 白色鉱物含 底径 :6.8om

SA03 Y 上 器 す テ ナ デ 黒 にあミい1曖 自色鉱物含 衛β:5 4om

SA03 土 器 ナデ ナ デ 易灰 橙 赤褐色鉱物含む
`益

:7.6om

SA03 atY 土器 ナデ ナ デ にぶい橙 にぶい橙 白色鉱物含 層こイ蚤 :8om

SA03 a“ Y 土 器 ナデ ナデ 明赤褐 明赤褐 白色鉱物含 口径 i34.4om

SA05 ―括

SA03 Y・ oit 土器 ハ ケ ナデ にぶい褐 にぶい褐 雲 母 を言 む 口

`蚤

:28om

SA03 Dit~キ古 土 器 ナ デ ナ デ こぶい黄橙 にぶい黄橙 きめ細かい

SA03 pた一括 土 器 ナデ ナデ にぶい橙 にらヽい1登 赤褐色鉱物含む

SA03 aヽ Y 土器 ナ デ 丁寧なナデ にぶい黄橙 灰褐 雲母を含む 日 経Ю .45om

SA03 土器 ナデ、ミガキ ナデ、ミガキ こぶい黄橙 にぶい黄橙 赤 褐 色 鉱 物 曾 む

SA03
土器 ナデ ナデ にらミいネ局 明赤褐 雲母を含むSA05

SA03 土器 ナデ ミガキ状ナ巧 にぶい赤褐 にぶい赤褐 雲母を含む 底径 :7.7om

SA03 上器 ナデ ミガキ にぶい黄橙 浅 黄 樽 赤褐色鉱物含む 口径 :14.5cm

SA03 土 器 ナ デ 不 明 にぶい黄橙 にぶい黄橙 赤褐色鉱物含む 鷹3`蚤 :7.2om

SA03 土器 ナデ ミガキ 褐 灰 こらミいネ局 赤褐色鉱物含む

SA03 土器 ナデ ナデ にらミいネ弓 灰褐 赤褐色鉱物含む 底径 :4.9om

SA03 土器 ナ テ ミガキ 灰 白 にぶい橙 白色鉱物含

SA03 土器 ナデ? ミガキ 褐 灰 にぶいネ局 赤褐色鉱物含む

ST05は SA03の 南側に位置する。周溝状遺構の規模は推定で、4.2mと 思われる。平面形態は隅丸

方形を呈すると思われる。溝幅は 0.4～ 0.6m、 深さは 0.2m前後である。溝断面は逆台形状である。

ST05の掘 り込みは拡張 トレンチ 2の南壁 よりVa層 からとなっている。また、SA05の 掘 り込み

については 60T南壁 よりVa層 の中位 より掘 り込まれている。SA03の 南北土層断面で観察 したと

ころST05は認められず、住居南東の両者が切りあう部分の上層でも同様であった。SA03と の切り

合い関係は、ST05の ほうが古いと思われる。よってSA03は ST05よ り新しいものであると考えら

れる。ST05か らの遺物の出土は雲母を多く含む赤褐色の土器片が1点であるため、時期等を特定す

ることは困難である。
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表4 遺物観察表④
図版番

写

出土遺構
トレンチ

出土層 器種 最大長(Om) 最大幅 (Cm) 最大厚(cm) 重量 (g) 石材 備 考

SA01 Y 敲 石 砂 岩

SA01 砥 石 5,800 砂 岩

SA01 石 皿 27.3 9,200 砂岩

SA01 石 皿 285 7,200 砂 岩

SA02 土器片転用

SA02 Y 不明鉄器
SA02 一 枯 鉄 鏃 +? 布付着

SA02 Y 石鏃未製品 頁岩A
SA02 Y 敲石 砂岩

SA02 atY 砥 石 砂 岩

SA02 Y 敲石 砂 岩

SA02 台石 砂岩

SA03 土器片転用 32.3

SA03 一 描 土器片転用
SA03 磨製石鏃 夏 着 A

SA03 剰 片 頁岩B
SA03 剥 片 頁岩B
SA03 景1片 1 夏 岩 B

SA03 乗J片 065 頁岩B
SA03 剥 片 35.8 頁岩B
SA03 磨 梨 剰 片 石 器 頁 岩 B

SA03 求旺月 頁岩B
SA03 敲石 砂岩

SA03 敲 石 2.35 砂 岩

SA03 t石 砂 岩

SA03 敲石 砂岩

SA03 Y 台 石 砂 岩

SA03 砥 石 砂 岩

SA03 台 石 砂岩

SA03 台 石 砂 岩

SA03 駁 石 砂 岩

SA03 軽石製品 軽石

SA03 軽石製品 0.85 2 軽 石

SA03 粘 上 塊 3

では黒色土などの落ち込みを確認 したため、 トレンチの土層を記録 した後、

トレンチを拡張 し (拡張 トレンチ 3)、 遺構を検出した (第 20図 )。

71ト レンチでは竪穴住居跡 と思われる黄色軽石を含む暗褐色の落ち込みを確認 していた。 トレン

チを拡張 した結果、竪穴住居跡 1軒 (SA05)と 周溝状遺構 1基 (ST03)を 検出した。

72ト レンチでは黄色軽石を含む黒褐色土の落ち込みと、その上から掘 り込まれたと思われる黒色

土の落ち込みを確認 していた。結果、竪穴住居跡 1軒 (SA04)と 溝状遺構 1条 (SD01)を 検出した。

76ト レンチでは暗褐色土や黒色上の落ち込みを確認し、また、 トレンチ東壁面で上器を伴う遺構

と思われる落ち込みが認められたため、拡張し遺構全体を検出した。結果、周溝状遺構とそれより新

しい柱穴などを検出した。

また、拡張 トレンチ 3に は含まれないが隣接する 77ト レンチではSD01と SD01よ り新 しい柱穴

を確認した。

よって拡張 トレンチ3では竪穴住居跡2軒 (SA04・ 05)、 周溝状遺構4基 (ST01～ 04)、掘立柱建物跡(SB01・

02-1、 022)3棟、溝状遺構 2条 (SD01・ 02)を検出した。以下、遺構ごとに詳細を記述する。
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SA04の 規模は東西 4.6m、 南北 4.2m(推定)で、検出面からの深さは 0.2mで ある。平面形態は

南東に突出する方形である。住居の中央に東西 2本の主柱穴をもつ。主柱穴の規模は直径 0.5m、 床

面からの深さは0.8mで ある。西の柱穴は底に礫が敷かれていた。2本の主柱穴のすぐ南にこれより

規模の小さい柱穴が 2本検出されている。この柱穴の規模は直径 0.2～ 0.3m、 深さ0.2m前後である。

明瞭な貼床は認められなかった。72ト レンチの南壁ではSA04の掘 り込みはVa層 中から認められた。

SA05は SA04の西倶1に位置する。規模は東西 5.lm、南北 3.8m、 検出面からの深さは0.4mである。

明瞭な貼床は認められなかった。住居中央南側に一段低い段が設けられていて、その内部に浅い土坑

が 1基認められた。土坑の規模は0.5m× 0.7m、 深さ0.lm程である。

この低い段の北端の東西両端に住居の主柱穴が認められた。規模は直径 0。3m前後で、深さは0.6m

である。この主柱穴の間に暗橙色の焼土が認められた。周辺からは炭化材が多数検出された。炭化材

は丸太状のものと、薄い板状のものと2種類と思われ、丸太状のほうは直径が小さいものが 5cm前後、

大きいもので 10 cm前 後と思われる。板状のものは厚さ l cm程度で、幅は広いもので 20cmちかくあっ

た。丸太状の炭化材にはほぞ孔と思われる部分も認められ、その部分には別の炭化材の一部が認めら

れる。炭化材の出土状態は東両方向と南北方向である。

ST01は SA05の南側に位置する。76ト レンチで検出したものである。規模は東西 4.8m、南北 5.6m

で、隅丸方形を呈す。検出面からの溝の深さは0.2mで、溝幅は 0.5～ 0.6mで ある。

ST02は ST01お よびSA05と切 り合い関係にある。規模は東西 3.6m、 南北 3.2m(推定)で、円に

近い隅丸方形か。検出面からの溝の深さは 0.1～ 0.2mで 、溝幅は 0.4～ 0.5mで ある。ST01と の関

係であるが、F― F´ 部分で ST01を切つていることがわかるため、ST02は ST01よ り新しいもの

である。SA05と の関係はSA05南北断面では確認することが出来なかった。ST02の埋止は場所によつ

て異なっている。拡張 トレンチ 3の断面⑦では褐色味のある灰黒色を呈するが、それ以外のところで

は黒色である。黄色軽石粒を多 く含む点は同じである。また、SA05付近では、ほぼSA05の埋土上

層との区別がつかない1大態であつた。

ST03は SA05と 切 り合い関係にある。規模は南北 2.8mで、平画形態は円形と思われる。検出面

からの溝の深さは 0.1～ 0.2m、 溝幅は0.4m前 後である。SA05と の関係であるが、SA05東西方向

の断面ではST03は確認することが出来なかった。これは、ST03の溝が 1周 していない可能性もあ

るが、ST03埋土とSA05の 上、層がほぼ同じ埋土であることから、SA05がある程度埋まった段階以

降に、ST03が構築された可能性がある。

ST04は ST01と 切 り合い関係にある。規模は推定で 2～ 2.2mで ある。検出面からの溝の深さは

5cm程で、溝幅は0.4mで ある。残存状態が悪いため、西側については溝の堀 り込みが御池軽石層ま

で達していなかったため検出できなかったと思われる。溝が 1周巡つていたかどうかについては不明

である。76ト レンチの北壁を観察したところST01の左側にST04の可能性がある落ちが認められる。

これらから、ST04は ST01よ り新 しいと考えられる。

SB01は確認できた範囲で桁行 3間 (約 7m、 柱間 2.3m)、 梁間 2間 (約 4.4m、 柱間 2.2m)の 規模である。

柱穴の直径は 0.3～ 0。 5m、 深さ0.3～ 0。5mである。拡張 トレンチ 3の南側にある柱穴の埋土とは違

い黄色軽石を多く含んでいる点など、67ト レンチ検出の柱穴に類似 している。時期は不明である。

SB02は柱穴内に根石を持つものである (SB02-1)。 Ⅳ a層から掘 り込まれている。建物全体の検出

はできていないため、規模は不明である。今回検出された部分は建物廂部分と考えられる。若千軸の

ずれる柱穴が認められるのは建替えの可能性も考えられる (SB02-2)。

SD01は Ⅳ a層から掘 り込まれている。拡張 トレンチ 3での溝幅は 1.lm、 深さ0.3～ 0.6mで ある。

断面の形状は逆台形で、溝底面が平坦に掘られている。SD01の全体については後述する。

SD02は Ⅳb層 から掘 り込まれている。溝幅 0,3～ 0.6m、 深さ0.2mの溝である。77ト レンチの北
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西隅で屈曲し西へのびている。75ト レンチ東魔断面にてこの延長が確認されている。時期は不明で

あるが、土層断面などからST01よ り新 しく、SD01お よび SB02よ りは古いものである。

98～ 109(第 21図 )は SA04出 上遺物である。98～ 100、 102～ 106は 甕および甕の底部である。

101は壷か鉢の底部か。98は外面にススが付着 し、胎上に雲母は含まない。100は胎土に雲母を含み、

おそらく三条の突帯を持つものと思われる。101は 丁寧なミガキが施されている。104の 内面はスス

が付着する。底部側面が窪む。胎土に雲母を含んでいる。106は 内面にススが付着する。107は転用

と思われ磨耗 し、穿孔が認められる。垂飾品か。108は端部に敲打痕が認められる敲石。109は左右

の割れ面が磨耗 している。

110～ 127(第 22図 )、 143～ 146(第 24図 )158(第 25図 )は SA05出 土遺物である。110は EIl

縁部の接合痕が明瞭に残 りEl縁部上面 と口唇部は窪む。111は 外面が磨耗 し内面は化粧土が残る。

112は ST01出土の口縁部分 と接合する。外面にススが付着する。113は 壷口縁で胎土に雲母を多 く

含む。1140115は 甕口縁部で、口唇部が窪む。116は 内面にススが付着する。118は胎上に雲母を含む。

119は ミガキが残 る。120は軽石製品。121～ 123は 端部に敲打痕 を残す敲石。124は台石。1250

126は砥石。125は特に全面を使い込んである。127は釘か。後世のものが流れ込んだ可能性がある。

1430145は 大型の砥石。144は砥石を兼ねた台石。146は大型の石皿で、平坦面は全て使用されている。

158は ZttЛ l。

128～ 142(第 23図 )、 152～ 155(第 25図 )は ST01出土遺物である。128は SA05お よび SD01

出土土器と接合 している。日唇部は平坦で、全体の 1/3以下を除 くEl縁部から胴部までススが全体的

に付着 している。129は 口唇部が肥厚 し窪む。外面にススが付着する。130は 口縁上面がやや窪み口

唇部 も窪む、内面には口縁接合痕が残る。131は 口唇部が平坦で 132は 窪む。133は 口縁直下に突帯

が貼 り付けられる。口唇部は窪む。134は 丁寧にミガキが施され、胴部に生あるいは生焼け状の粘土

が帯状に付着する。135は 口縁上面に鋸歯文が描かれている。粘土接合痕が残る。136は胎土に赤褐

色鉱物を含む。137の 器面は磨耗 しているがミガキが残る。1条の突帯が認められる。1380140は 甕

の脚部で側面が窪み上げ底である。139は平底である。内面にはススが付着する。141は鉄製品で釘か。

142は土器転用品で、内面中央は磨耗 しそれ以外はススが、外面は中央以外に激 しくススが付着する。

152は磨製石鏃で先端を欠損 している。153は敲石で 154・ 155は 台石である。154は 他に比べ細かい

が深い使用痕が残る。156は ST03出上の石皿である。157は ST04出土で縁辺を加工 した剥片石器

である。ST02・ 03・ 04か らの遺物の出土はほとんど無い。

147は ST04出土の石皿であるが、可能性 として中世柱穴の根石が考えられる。148～ 151は 中世

柱穴の根石である。石皿や台石の転用 と思われ使用痕が残る。148は平坦面上部に 151は下面 (割 れ面)

にススが激 しく残っている。

159～ 161、 163～ 169(第 26図 )は SD01出土の遺物である。大半が溝を掘 り込んだ際に持ち上

げられた遺物が流入 したものと思われる。159～ 161は甕で、外面にススが付着する。163は壷である。

164は土師甕で、165は 土師器皿か。166～ 168は敲石で、169は石皿である。

170～ 176(第 27図 )は拡張 トレンチ 3お よび 77ト レンチの出土遺物である。170は 壷で、外面

にススが残る。口縁部上面までミガキが施され、日唇部は窪む。外面に顔料が残る。171は壺口縁部で、

胎土に雲母を含む。172は 磨耗が激 しいものの外面にススが付着する。174は側面を除き磨耗 している。

1730175は 77ト レンチ出上である。176は磨製石鏃である。

壺豪田嗜´葦 (第 28図 ):北 と東の壁際で黒褐色上の落ちが認められた。調査期間の関係で トレン

チ内については調査を行ったが、残 りは範E/11確認のみ行い記録 した。SA06は 東西 3.4m、 南北 2.8m

の方形である。ST06は 東西 3.4m、 南北 3.6m、 溝幅は最大で lmである。177は 明瞭なハケメを残す

SA06出 土遺物で、外面にススが付着する。細かい胎土で鉱物をあまり含まない。
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羅菫藝藝ヨ時菫″Iレン策 (第 28図 ):73ト レンチはVa層 まで削平されていた。74・ 78・ 79ト レ

ンチではⅣ a層から掘り込まれたと考えられる柱穴を検出している。直径 0。3～ 0.4mである。

(第 29図 ):Ⅳ a層から掘 り込まれた柱穴を多数検 lIPlし た。両 トレンチ間で確認

したところ、多数の柱穴が認められ、これらはⅣ a層からの掘 り込みと、Ⅳ b層掘 り込みの 2種類

に分けられた。80ト レンチでは不定形の土坑が 1基検出された。なお、80ト レンチからは多数の遺

物が出土している。178～ 184(第 29図 )は 80ト レンチ出土遺物である。178は 胴部に突帯を持つ

もので外面にススが付着する。口唇部は平坦で内面に口縁部の接合痕が残る。179は 口唇部が窪む。

180は口縁部上面と口唇部が窪む。181～ 183は胎土に雲母を含む。184は敲石である。

SD01 a層

168
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(第 30図 ):54ト レンチでは御池軽石層まで削平を受けていたが、柱穴

とSD01が検出された。溝は北東から南東に向かって走行が確認された。57ト レンチでは北画から

南東に向かって走行が確認された。 トレンチ東断面別な溝と切 り合い関係にある。おそらく新 しいも

のが SD01と 思われる。また、断面より少なくとも掘 り直 しが行われたことがわかる。SD01の規模

を確定するため 54・ 50ト レンチ FH5お よび 50・ 51ト レンチ間で確認 したところ、50・ 51ト レンチ間

では SD01は確認されなかった。また 51・ 55、 52・ 56ト レンチ間で確認 したところ SD01と 思われ

る黒色上の落ちが認められた (削平を受けてお り52・ 56ト レンチ間では断面のみ確認)。 また、52

トレンチの北東端にも黒色土の落ちと思われるものが認められた (削平を受けていた)ため、57ト

レンチで SD01と 切 り合つている溝の可能性が考えられる。57ト レンチから72ト レンチ (拡張 トレ

ンチ 3)ま では SD01は認められなかった。72・ 77ト レンチでは北東から南東に走行が確認された。

この延長である 87・ 92ト レンチでもやや東にそれながらも走行が確認された。平成 17年度 24ト レ

ンチ検出の溝が 54ト レンチ検出の SDと 酷似することか ら同一 と考えた場合、SD01は東西 34m、

南北 60m以上の規模 と考えられる。平成 17年度調査の 24ト レンチや 54ト レンチ、拡張 トレンチ

1・ 3で検出した部分では断面が逆台形で底面が平 らに掘 られていたのに対 し、87・ 92ト レンチでは

断面が緩やかな U字状となってお り、堀 り込み面の溝幅が最大で 2m、 深さが 0.6mと 、溝幅が広 く

なっている。溝底のレベルは57ト レンチが 155.8mと 一番高 く、24ト レンチが 155。35m、 と一番低い。

また、87・ 92ト レンチでも 155.6mと 下がつている。北側から南に向かって低 くなっているものであ

るが、元々の地形 も関係 しているものと考えられる。この溝で囲まれた内部に存在する SB01は ほぼ

SD01に並行するように位置するが、両者の関係は不明である。

185～ 192(第 30図)は トレンチ出土遺物である。1850186は土師器である。底部の切 り離 しは

ヘラ切 りと思われる。187は側面が窪む甕脚部である。雲母を多 く含む。188は磨製石器で石庖丁の

欠損品か。189は SA03出 土の剥片と同一石材である。190～ 192は磨・敲石である。
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表5 遺物観察表⑤
図版番

出土遺構 出土層 種男1
調整 色 調

胎土 備考
内 面 タトロ5 内 面 タト百五

SA04 a=Y 土器 ハ ケ ナ デ にぶい褐 褐 白色鉱物含 口僣
=28 4omSA04 土器 ハケ+ナデ ハケ、ナデ にぶい赤褐 にぶい赤褐 赤褐色鉱物含む 口径 :25.4cm

SA04 土 器 ナデ ナデ 明赤褐 明 赤 褐 雲 母 分 程F) EIlイ蚤:26om

SA04 土器 ハケ+ナデ ミガキ 灰黄褐 褐灰 赤褐色鉱物含む 底径 :8.2om

72T、 ま広3 Va

SA04 土 器 ナデ ナ デ 橙 橙 田かい

SA04 一 括 土器 ナデ ナデ 橙 橙 赤褐色鉱物含む

SA04 土 器 ナ テ ナ デ 黒褐 にぶい褐 雲母を含む 底径 :7.2om

SA04 土器 ナデ に 応ミい 1障 にらミいイ隆 示 褐 色 鉱 IFI含 む 広:イ子 :6.lom

SA04 土器 ハ ケ にぶい赤褐 にぶい赤褐 赤褐色鉱物含む 層]イ益 :6.2om

SA05 土 器 ナデ、ハケ ミガキ状の 橙 橙 自色鉱物含 口a=21 lom

SA05 土器 ナデ ハ ケ にぶい橙 橙 白色鉱物含 口径 :27.4om

SA03
SA05 土 器 ナデ ナテ にぶい黄橙 にぶい黄橙 黒色鉱物含 口省

=28omST01 一 祐

SA05 土器 ナデ ナデ 橙 橙 雲母を含む lll裡監:23.4om

SA05 土 器 ナ デ ナデ 橙 にぶい橙 黒色鉱物含

SA05 一括 土器 ナデ ナデ にぶい貫橙 にぶい黄橙 黒色鉱物含

SA05 土器 ナデ ハ ケ にぶい橙 にぶい橙 白色鉱物含

SA05 土 器 にぶい黄橙 にぶい橙 黒色鉱物含

SA05 土器 ハケ+ナデ ハケ+ナデ 明赤褐 明赤褐 雲母を含む

ST01
SA05 上 器 ナデ ミガキ にぶい黄橙 にぶい黄橙 示 褐 性 鉦 IFM曾 む 民 径 :4om

ST01 土器 ナデ+ハケ ハ ケ にあミい1燈 橙 白色鉱物含 口径 :23.4cm

底径 :6.lom

器高 :25,7omSA05
ST0 土器 ナデ ナデ+ハケ 橙 にぶい橙 黒色鉱物含 口宿

=24.2cmST0 土 器 ナ テ ナ デ こあミいオ登 橙 赤褐色鉱物含む

ST0 土器 ナデ ハ 4万 こらミい1瞳 橙 示 褐 色 孤 物 含 む

ST0 土器 ナデ ナデ にぶい橙 こらミぃォ澄 赤褐色鉱物含む

STO 土 器 ナ デ ナデ にらミい1澄 にぶい橙 赤褐色鉱物含む

ST0 土 器 ハ ケ ミガキ 灰黄褐 黒 黒色鉱物含

ST0 土器 ナデ ナ デ 灰 褐 灰褐 白色鉱物含 鋸歯文

ST0 土 器 ナ デ ナ テ にらミい1陛 にぶい橙 赤 褐 色 鉱 物 含 む

ST0 土 器 ナ デ ミガキ 橙 橙 示 褐 色 鉱 物 含 む

ST0 土器 ナデ ナ デ 灰黄褐 にぶい貫橙 黒色鉱物含 底径 :8.Oom

ST0 土 器 不 明 工具ナデ 不 明 にぶい貴橙 赤 褐 色 孤 IFa宮 む 底イ蚤:7.Oom

ST0 土 器 ナデ ナ デ 不 明 にぶい黄橙 黒色鉱物含 広:イ番 :3.lom

SD0 土器 ナデ ナデ にぶい橙 灰褐 白色鉱物含

SD0 土 器 ナデ ナ デ にぶい黄橙 浅 煮 精 黒色鉱物含

SD0
土器 ハケ+ナデ ナデ にぶい黄橙 にぶい黄橙 雲母を含むノンチ 一 描

SD03 土 器 ハ 4戸 ハケ十ナテ にぶい黄橙 にぶい黄橙 示 褐 色 鉦 物 曾 む

SD01 土器 ナ デ ミガキ? にぶい貢植 橙 黒色鉱物含

SD01 土自市甕 ケズリ ナデ にらミいi喝 自色鉱物含

SD01 上自市器 回転ナデ 回転ナテ 黒 褐 にぶい黄橙 田か い

拡 張 トレンチ3 Ⅳ b・ Va 土器 ナデ ミガキ にぶい黄橙 にぶい黄橙 赤褐色鉱物含む 口衛■10.4cm

広]長 トレンチ3 Va 土 器 ナ デ ナデ にぶい褐 橙 雲母を含む

拡]長 トレンチ3 Va 土器 不 明 ハ 4万 橙 橙 示 褐 飩 鉱 物 曾 む

77トレンチ 表採 土器 ナデ ナ デ にぶい黄橙 橙 白色鉱物含

広]長トレンチ3 Va 土 器 不 明 ナデ 橙 にぶい褐 白色鉱物含 底径 :10.lcm

77ト レンチ Ⅳ b 土 器 不 明 ナ テ 不 明 にぶい黄橙 白色鉱物含 属イ蚤:5.3cm

SA06 一 倍 土器 ハ ケ ハ ケ にぶい貢褐 黒 細かい

80ト レンチ Ⅳ a・「√b 土 器 ハ 4戸 ハ ケ にぶい黄橙 にぶい橙 黒色鉱物含 口径 :31.6om

80ト レンチ Ⅳ b 土 器 ハ ケ ハ ケ にぶい黄橙 橙 示 褐 色 鉦 物 宮 む

80ト レンチ 一 描 土器 ナデ ナデ にらミい橙 こらミい1鷹 黒色鉱物含

80ト レンチ 一 措 土 器 ナ テ ナデ 橙 にらミい1喝 雲母を含む

80ト レンチ Ⅳ a=Ⅳ b 土 器 ナ デ ナ テ 橙 にらミいイ喝 雲 彙 分 曾 む

80ト レンチ Ⅳ b 土器 不 明 不 明 にぶい褐 雲母を含む

79ト レンチ Ⅳ b 土師器 回転ナテ 回転ナデ 浅黄橙 橙 細 か い 底径 :8.6om

93ト レンチ Ⅳ b 土師器 回転ナデ 回転 す す 浅黄橙 浅黄橙 田かい 底

`蚤

:8.7om

93ト レンチ Ⅳ b 土器 ナデ ハ ケ にぶい黄褐 雲母を含む
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表6 遺物観察表⑥
図版番 闘 ]1,墓 情

トレンチ
出 土 層 器檀 最 大 長 (Cm) 最 大 幅 (Cm) 最大厚(cm) 重量 (g) 石 材 備考

SA01 敲 石 2 1117 砂岩

砥 石 砂岩

SA01 石 皿 9,200 砂 岩

SA01 石 皿 7200 砂岩

SA02 土 器 片転 用 211

S A02 不明鉄器

Sハ 02 ― 精 鉄鏃 十? 布付着

SA02 石鏃未製品 頁岩A

SA02 Y 敲 石 砂岩

SA02 砥 石 1.550 砂岩

SA02 敲石 砂 岩

SA02 台 石 砂 岩

SA03 土器 片転用

SA03 ― 括 土器 片転用

SA03 磨製石鏃 買岩A

SA03 果1片 買岩B

SA03 剥 片 3 百岩 B

SA03 熟1片 228 頁岩 B

予J片 頁岩8

SA03 兼1片 貢岩 8

SA03 秦製最1片 石器 貢岩 B

SA03 熟1片 頁岩B

S A03 敲 石 砂岩

SA03 鼓石 砂岩

SA03 談石 884 砂 岩

SA03 散石 砂岩

SA03 台石 砂岩

SA03 砥 石 122 1169 Fl1/1岩

台石 115 砂岩

SA03 台石 1870 砂岩

S A03 哉石 1,110 砂岩

SA03 軽石製 品 71 軽石

S A03 軽石製品 軽石

S A03 粘土塊 3

21

S A04 一 括 土器 片転用 3

SA04 敲石 砂岩

SA04 Y 砥 石 砂 岩

SA05 軽石製 品 軽 石

SA05 磨 石 3 砂 岩

SA05 磨 石 砂 岩

SA05 敲 石 1957 砂岩

SA05 台 石 320 砂 岩

S A05 砥 石 41 天草石

SA05 砥 石 砂岩

S A05 一 括 鉄製品

ST01 一 紙 鉄製品 31

ST01 土器転用

SA05 石 皿 |17 砂 岩

台石 砂 岩

SA05 砥 石 3.800 砂 岩

SA05 石 皿 砂岩

ST04 石皿(オ晨石?) 砂岩

Pit1 2 根 石 226 |17 6.000 砂 岩 石皿転用

Pit1 2 根 石 1225 砂岩

Pit7 根 石 217 砂岩 台石転 用

艮石 262 167 18.600 砂 岩 石皿転用

152 STOI 磨製石鏃 15 百岩A

敲石 砂岩

ST01 台 石 119 砂 岩

155 ST01 台 石 砂 岩

石 皿 1460 花商岩

ST04 熟1片 石器 13 砂 岩

SA05 石 皿 砂岩

蒙石 1113 砂 岩

装石 240 砂 岩

SD01 敲石 155 砂岩

石 Illl 砂 岩

拡張 トレンチ 磨製石鏃 15 頁岩A

80ト レンチ 3/b 該石 砂岩

55トレンチ ―括 磨製石器 砂 岩

81ト レンチ 3′ b 熟l片 買岩 B

81ト レンチ Ⅳ b 敲 石 砂 岩

31ト レンチ Ⅳ b 救石 妙岩

82ト レンチ 3′ b 磨・高支石 4300 砂 岩
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第 5章 自然科学分析

株式会社 古環境研究所

第 1節 平成 17年度の調査

I=後牟田遺跡における放射性炭素年代測定

1.試料と方法

(1)14c年代測定値

試料の
14c/12c比

から、単純に現在 (AD1950年)か ら何年前かを計算 した値。
MCの

半減期は、

国際的慣例によりLibbyの 5,568年 を用いた。

(2)デルタδ
13c測

定値

試料の測定
14c/12c比

を補正するための炭素安定同位体比 (Ю C/12c)。 この値は標準物質 (PDB)

の同位体比からの千分偏差 (%。)で表す。

(3)補正
14c年

代値

δ
13c測

定値から試料の炭素の同位体分別を知 り、
ИC/12cの 汲1定値に補正値を加えた上で算出

した年代。試料のδ
13c値

を -25(%。 )に標準化することによつて得 られる年代である。

(4)暦年代

過去の宇宙線強度の変動による大気中
14c濃

度の変動を較正することにより算出した年代 (西暦)。

calは calibrationし た年代値であることを示す。較正には、年代既知の樹木年輪の
MCの

詳細な測定値、

およびサンゴの U―Th年代と
MC年

代の比較により作成された較正曲線を使用 した。
シグマ

暦年代の交点とは、補正
14c年

代値と較正曲線との交点の暦年代値を意味する。 lσ (68%確率)

と2σ (95%確率)は、補正
14c年

代値の偏差の幅を較正曲線に投影した暦年代の幅を示す。したがっ

て、複数の交点が表記される場合や、複数の lσ ・2σ 値が表記される場合もある。

3.所 見

加速器質量分析法 (AMS法)に よる放射性炭素年代測定の結果、ヽ 1の炭化物では2250± 40年

BP(2σ の暦年代で BC390～ 200年 )の年代値が得られた。

文献

STuiver et al.(1998),INTCAL98 Radiocarbon Age Calibration,Radiocarbon,40,p.1041-1083.

中村俊夫 (1999)放射性炭素法.考古学のための年代測定学入門.古今書院,p.1-36.

試料名 地点・層準 種類 前処理・調整 測定法

No l 44ト レンチ, 4i層 炭化物 酸 ―アルカリー酸洗浄,石墨調整 AMS

AMS:加速器質量分析法 (Accelerator Mass Spectrometry)

2.測定結果

試料名
測定ヽ

(Beta― )

ИC年代

(年 BP)

δ
13c

(%。 )

補正
14c年

代

(年 BP)

暦年代 (西暦)

(l σ 68%確率,2σ 95%確率)

No l 205774 2020± 40 -11.2 2250± 40

交点 :cal BC 370

l σ : cal BC 380´ ′ヽ350,300´ ヽ́220

2 σ ical BC 390～ 200
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Ш.後牟田還跡におけるプラン ト・オパール分析

1.は じめに

植物珪酸体は、植物の細胞内にガラスの主成分である珪酸 (Si0 2)が 蓄積 したものであり、植物

が枯れたあとも微化石 (プラント・オパール)と なって土壌中に半永久的に残っている。プラント・

オパール分析は、この微化石を遺跡土壌などから検出して同定・定量する方法であり、イネの消長を

検討することで埋蔵水圏跡の検証や探査が可能である (杉 山,2000)。

2.試 料

試料は、14ト レンチ、33ト レンチ、44ト レンチの 3地点から採取 された計 18点である。試料採

取箇所を分析結果の模式柱状図に示す。

3.分析法

プラント・オパール分析は、ガラスビーズ法 (藤原,1976)を用いて、次の手順で行った。

1)試料を 105℃ で 24時間乾燥 (絶乾 )

2)試料約 lgに対 し直径約 40μ mの ガラスビーズを約 0.02g添加 (電子分析天秤により0。lmgの

精度で秤量)

3)電気炉灰化法 (550℃ ・6時間)に よる脱有機物処理

4)超音波水中照射 (300W・ 42KHz。 10分間)に よる分散

5)沈底法による20 μ m以下の微粒子除去

6)封入剤 (オ イキット)中 に分散 してプレパラー ト作成

7)検鏡・計数

同定は、400倍の偏光顕微鏡下で、おもにイネ科植物の機動細胞に由来するプラント・オパールを

対象 として行った。計数は、ガラスビーズ個数が 400以上になるまで行った。これはほぼプレパラー

ト1枚分の精査に相当する。試料 lgあたりのガラスビーズ個数に、計数されたプラント・オパール

とガラスビーズ個数の比率をかけて、試料 lg中のプラント・オパール個数を求めた。

また、おもな分類群についてはこの値に試料の仮比重と各植物の換算係数 (機動細胞珪酸体 1個あ

たりの植物体乾重、単位 :10~5g)を かけて、単位面積で層厚 lcmあ た りの植物体生産量を算出した。

イネの換算係数は 2.94(種 実重は 1.03)、 ヒエ属 (ヒ エ)は 8。 40、 ヨシ属 (ヨ シ)は 6.31、 ススキ属 (ス

スキ)は 1.24、 タケ亜科 (ネ ザサ節)は 0。48である。

4.分析結果

水圏跡 (稲作跡)の検討が主目的であることから、同定および定量はイネ、ヒエ属型、ヨシ属、ス

スキ属型、タケ亜科の主要な 5分類群に限定 した。これらの分類群について定量を行い、その結果を

表 7お よび第 31図 に示 した。写真図版に主要な分類群の顕微鏡写真を示す。

5。 考 察

(1)水田跡の検討

水日跡 σ暗作跡)の検証や探査を行う場合、一般にイネのプラント・オパールが試料 lgあたり5,000

個以上と高い密度で検出された場合に、そこで稲作が行われていた可能性が高いと判断している (杉

山,2000)。 ただし、密度が 3,000個 /g程度でも水田遺構が検出される事例があることから、ここで

は判断の基準を3,000個 /gと して検討を行つた。

1)14ト レンチ

桜島文明軽石 (Sz-3,1471年 )直下の4a層 (試料 1)か ら砂礫層 (試料 6)ま での各層について

分析を行った。その結果、4a層 (試料 1～ 3)か らイネが検出された。密度は700～ 1,400個 /gと

低い値であるが、同層は直上をテフラ層で覆われていることから、上層から後代のものが混入した可

能性は考えにくい。したがって、同層の時期に調査地点もしくはその近辺で稲作が行われていた可能
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性が考えられる。

イネの密度が低い原因としては、稲作が行われていた期間が短かったこと、土層の堆積速度が速かっ

たこと、および採取地点が畦畔など耕作面以外であったことなどが考えられる。

2)33ト レンチ

桜島文明軽石直下の4a層 (試料 1)か ら4f層 (試料 8)ま での各層について分析を行つた。そ

の結果、Ⅳ層 (試料 1、 2)お よび弥生時代とみられる4f層 (試料 8)か らイネが検出された。こ

のうち、前者では密度が 800～ 2,200個 /gと 比較的低い値であり、後者でも800個 /gと 低い値である。

ただし、前者は直上をテフラ層で覆われてお り、後者についても上位層でイネが検出されないことか

ら、上層から後代のものが混入 した可能性は考えにくい。したがって、これらの層準の時期に調査地

点もしくはその近辺で稲作が行われていた可能性が考えられる。イネの密度が低い原因としては、前

述のようなことが考えられる。

3)44ト レンチ

砂層 (試料 0)か ら4i層 (試料 2、 3)ま での各層について分析を行つた。その結果、 4i層 (試

料 2、 3)か らイネが検出された。密度は 700～ 1,500個 /gと 低い値であるが、上位層ではイネが

検出されないことから、上層から後代のものが混入 した可能性は考えにくい。したがって、同層の時

期に調査地点もしくはその近辺で稲作が行われていた可能性が考えられる。イネの密度が低い原因と

しては、前述のようなことが考えられる。なお、4i層 の炭化物では 2,250± 40年 BPの放射性炭素年

代測定値が得 られている (第 I章参照)。

(2)堆積環境の推定

ヨシ属は湿地的なところに生育し、ススキ属やタケ亜科は比較的乾いたところに生育している。こ

のことから、これらの植物の出現状況を検討することによって、堆積当時の環境 (乾燥 。湿潤)を推

定することができる。おもな分類群の推定生産量によると、おおむねヨシ属が優勢であ り、上位の

4a層や 4b層などではタケ亜科 (お もにネザサ節)も 多 くなっている。また、定量は行わなかったが、

下位層準を中心にブナ科 (シ イ属)やマンサク科 (イ スノキ属)な どの樹木 (照葉樹)が認められた。

以上のことから、弥生時代 とみられる33ト レンチの 4f層 や 44ト レンチの 4i層 の堆積当時は、ヨ

シ属などが生育する湿地的な環境であったと考えられ、そこを利用 して調査地点もしくはその近辺で

稲作が行われていたと推定される。また、当時の遺跡周辺にはシイ属やイスノキ属などの照葉樹林が

分布 していたと考えられる。

桜島文明軽石 (Sz-3,1471年 )直下の 4a層 の堆積当時も、ヨシ属などが生育する湿地的な環境であつ

たと考えられ、そこを利用 して調査地点もしくはその近辺で稲作が行われていたと推定される。また、

当時の遺跡周辺にはタケ亜科 (ネ ザサ節など)を主体 としてススキ属なども生育する比較的乾燥 した

草原的なところが分布 していたと推定される。

6.ま とめ

プラント・オパール分析の結果、桜島文明軽石 (Sz-3,1471年 )直下の 4a層では、分析を行った

すべての試料からイネが検出され、調査地点もしくはその近辺で稲作が行われていた可能1生が認めら

れた。また、弥生時代 とみられる33ト レンチの 4f層 、および 2,250± 40年 BPの放射性炭素年代測

定値が得 られた 44ト レンチの 4i層 でも、稲作が行われていた可能性が認められた。

弥生時代とみられる各層準の堆積当時は、ヨシ属などが生育する湿地的な環境であつたと考えられ、

そこを利用 して調査地点もしくはその近辺で稲作が行われていたと推定される。また、当時の遺跡周

辺にはシイ属やイスノキ属などの照葉樹林が分布 していたと考えられる。
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第 2節 平成 18年度の調査

I.放射性炭素年代演」定

1.は じめに

放射性炭素年代測定は、生物に含まれる放射性炭素 (114c,)の濃度が放射性崩壊により時間とと

もに減少することを利用した年代測定法である。過去における大気中の :14c)濃度には変動が認めら

れ、年代測定結果に影響していることから、年輪年代学などの成果を利用した較正曲線により114c)

年代から暦年代への較正が行われている。

2.試料と方法

Radiometric:液体シンチレーションカウンタによるベータβ線計数法

(1)14c年代測定値

試料の 14c/12c比
から、単純に現在 (AD1950年)か ら何年前かを計算した値。

MCの
半減期は

国際的慣例によりLibbyの 5,568年 を使用した(実際の半減期は5,730年 )。 BPは BefOre Physicsの 略。

(2)デルタδ13c測
定値

試料の測定
MC/12c比

を補正するための炭素安定同位体比(BC/12c)。 この値は標準物質(PDB)

の同位体比からの十分偏差 (%。)で表す。

(3)補正
14c年

代値

δ13c測
定値から試料の炭素の同位体分別を知 り、

ИC/2cの測定値に補正値を加えた上で算出

した年代。試料のδ
13c値

を-2臥 %。 )に標準化することによって得られる年代である。

(4)暦年代

過去の字宙線強度の変動による人気中
14c濃

度の変動を較正することにより算出した年代 (西暦)。

calは calibrationした年代値であることを示す。較正には、年代既知の樹木年輪の 14cの
詳細な測定

値およびサンゴの U―Th年代と14c年
代の比較により作成された較正曲線を使用した。

暦年代の交点とは、補正 MC年
代値と較正曲線との交点の暦年代値を意味する。 lσ (68%確率)

と2σ (95%確率)は、補正
HC年

代値の偏差の幅を較正曲線に投影した暦年代の幅を示す。したがっ

て、複数の交点が表記される場合や、複数の lσ ・2σ 値が表記される場合もある。

4.所 見

放射性炭素年代測定の結果、SA03の炭化材 (ヽ 1)では2070± 40年 BP(lσ の暦年代で BC160

～ 40年 )、 SA05の炭化材 (m2)では 1980± 40年 BP(同 BC30～ AD70年)の年代値が得られた。

文 献

Stuiver et al.(1998),INTCAL98 Radiocarbon Age Calibration,Radiocarbon,40,p.1041-1083.

中村俊夫 (1999)放射性炭素法.考古学のための年代測定学入門.古今書院,p.1-36.

試料名 地点・層準 種類 前処理・調整 測定法

NQ l SA03,Pit一括 炭化材 (エ レ属 ) 酸 ―アルカリ中酸洗浄 Radiometric
No 2 SA05, a 炭化材 (エ レ属 ) 酸 ―アルカリー酸洗浄 Radiometric

3.測定結果

試料名
測定ヽ

(Beta― )

14c年
代

(年 BP)

δ
13c

(%。 )

補正
14c年

代

(年 BP)
暦年代 (西暦)

(l σ 68%確率, 2σ 95%確率)

NQ l 218669 2080± 40 -25.4 2070± 40

占
い

σ
　
σ

二父

１

２

cal BC 60

cal BC 160～ 40

cal BC 190⌒ ンAD 20

No 2 218670 2010± 40 -26.9 1980± 40

父点 :cal AD 30

lσ :cal BC 30-AD 70

2σ :cal BC 50～ AD 100
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I.樹種同定

1.は じめに

木材は、セルロースを骨格 とする本部細胞の集合体であ り、解剖学的形質の特徴から樹種の同定が

可能である。本材は花粉などの微化石 と比較 して移動性が小さいことから、比較的近隣の森林植生の

推定が可能であり、遺跡から出土 したものについては木材の利用状況や流通を探る手がか りとなる。

2.試 料

試料は、SA03お よび SA05か ら採取された炭化材 3点である。試料の詳細を表 1に示す。

3.方 法

試料を割折 して新鮮な横断面 (本国と同義)、 放射断面 (liE目 )、 接線断面 (板 目)の基本三断面の

切片を作製 し、落射顕微鏡によって 50～ 1000倍で観察 した。同定は、解剖学的形質および現生標本

との対比によって行つた。

4.結 果

表 8に結果を示 し、主要な分類群の顕微鏡写真を示す。以下に同定根拠 となった特徴を記す。

表8 樹種同定結果

言式米斗 結果 (字名/和 名 )

横断面 :年輪のはじめに中型から大型の道管が 1～ 3列配列する環孔材である。孔圏部外の小道管

は多数複合 して花東状、接線状、斜線状に比較的規則的に配列する。早材から晩材にかけて道管の径

は急激に減少する。放射断面 :道管の穿孔は単穿孔で、小道管の内壁にはらせん肥厚が存在する。放

射組織は同性で、すべて平伏細胞からなる。接線断面 :放射組織は同性放射組織型で 1～ 7細胞幅 ぐ

らいである。

5.所 見

分析の結果、SA03お よび SA05か ら採取された炭化材は、いずれもニレ属 と同定された。エレ属

には、ハルニレ、オヒョウ、アキエレがあり、ハルニレ、オヒョウは北海道、本州、四国、九州、ア

キニレは本州 (中 部以西 )、 四国、九州、琉球に分布する。いずれも落葉の高本である。材は器具、

旋作、薪炭などに用いられる。

文 献

佐伯浩 。原田浩 (1985)広葉樹材の細胞.木材の構造,文永堂出版,p.49-100.

島地謙 。伊東隆夫 (1988)日 本の遺跡出土木製品総覧,雄山閣,p.296

SA03 Pit Ulnus
SA05 Ulnus - l/

“

勧″s  _レ
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横断面

1。 ① SA03 P32 ニ レ属

:0。 4 Hlm 放射断面 接線断面

0。 4■lm  接線断面

:0.2■lm 接線断面

:0。 2111m

:0.2mln横断面
2.②

:0。 4 nlm 放射断面

SA05 T9 ニレ属

横断面

3.③

:0。 4■lm 放射断面

図版 2 炭化材
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Ⅲ.植物珪酸体 (プラント・オパール)分析

1.は じめに

植物珪酸体は、植物の細胞内に珪酸 (Si02)が 蓄積したものであり、植物が枯れたあともガラス質

の微化石 (プラント・オパール)と なって土壌中に半永久的に残つている。植物珪酸体分析は、この

微化石を遺跡土壌などから検出して同定・定量する方法であり、イネをはじめとするイネ科栽培植物

の同定および古植生 。古環境の推定などに応用されている (杉山,2000)。 また、イネの消長を検討

することで埋蔵水田跡の検証や探査も可能である (藤原・杉山,1984)。

2.試 料

分析試料は、80ト レンチから採取された計 5点である。試料採取箇所を分析結果の模式柱状図に示す。

3.分析法

植物珪酸体の抽出と定量は、ガラスビーズ法 (藤原,1976)を用いて、次の手順で行った。

1)試料を 105℃ で 24時 FHD乾燥 (絶乾)

2)試料約 lgに対 し直径約 40μ mの ガラスビーズを約 0.02g添加 (電子分析天秤により0.lmgの

精度で秤量)

3)電気炉灰化法 (550℃ ・6時間)に よる脱有機物処理

4)超音波水中照射 (300W。 42KHz。 10分間)に よる分散

5)沈底法による20 μ m以下の微粒子除去

6)封入剤 (オ イキット)中 に分散してプレパラート作成

7)検鏡 。計数

同定は、400倍の偏光顕微鏡下で、おもにイネ科植物の機動細胞に出来する植物珪酸体を対象とし

て行つた。計数は、ガラスビーズ個数が 400以上になるまで行った。これはほぼプレパラート1枚分

の精査に相当する。試料 lgあたりのガラスビーズ個数に、計数された植物珪酸体とガラスビーズ個

数の比率をかけて、試料 lg中の植物珪酸体個数を求めた。

また、おもな分類群についてはこの値に試料の仮比重 (1.0と 仮定)と 各植物の換算係数 (機動細

胞珪酸体 1個 あたりの植物体乾重、単位 :10-5g)を かけて、単位面積で層厚 lcmあたりの植物

体生産量を算出した。これにより、各植物の繁茂状況や植物間の占有割合などを具体的にとらえるこ

とができる。イネの換算係数は 2.94、 ヨシ属 (ヨ シ)は 6.31、 ススキ属 (ス スキ)は 1.24、 メダケ節

は 1.16、 ネザサ節は 0.48、 ミヤコザサ節は 0.30である (杉山,2000)。 タケ亜科については、植物体

生産量の推定値から各分類群の比率を求めた。

4.分析結果

検出された植物珪酸体の分類群は以下のとおりである。これらの分類群について定量を行い、その

結果を表 9お よび第 34図 に示した。主要な分類群について顕微鏡写真を示す。

〔イネ科〕

イネ、キビ族型、ヨシ属、ススキ属型 (お もにススキ属)、 ウシクサ族A(チガヤ属なの、ウシクサ族B(大型)

〔イネ科―タケ亜科〕

メダケ節型 (メ ダケ属メダケ節・リュウキユウチク節、ヤダケ属)、 ネザサ節型 (お もにメダケ属

ネザサ節)、 ミヤコザサ節型 (ササ属ミヤコザサ節など)、 未分類等

〔イネ科―その他〕

表皮毛起源、棒状珪酸体 (お もに結合組織細胞由来)、 茎部起源、未分類等

〔シダ類〕

〔樹木〕

ブナ科 (シ イ属)、 ブナ科 (ア カガシ亜属)、 クスノキ科、マンサク科 (イ スノキ属)、 その他
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5.考 察

(1)稲作跡の検討

水田跡 (稲作跡)の検証や探査を行う場合、一般にイネの植物珪酸体 (プラント・オパール)が試

料 lgあ たり5,000個以上と高い密度で検出された場合に、そこで稲作が行われていた可能性が高い

と判断している (杉山,2000)。 ただし、密度が 3,000個 /g程度でも水田遺構が検出される事例があ

ることから、ここでは判断の基準を3,000個 /gと して検討を行った。

80ト レンチでは、Ⅳ a層 (試料 1)か らⅣb層 (試料 5)ま での層準について分析を行った。その結果、

古代～中世とされるⅣ a層 (試料 1)お よび弥生～古代とされる4b層上部 (試料 2)か らイネが検

出された。このうち、試料 2では密度が 600個 /gと 低い値であり、試料 1で も2,800個 /gと 比較的

低い値である。イネの密度が低い原因としては、稲作が行われていた期間が短かったこと、土層の堆

積速度が速かったこと、稲の生産性が低かったこと、採取地点が畦畔など耕作面以外であつたこと、

稲藁が耕作地外に持ち出されていたこと、および上層や他所からの混入などが考えられるが、ここで

の原因は不明である。

(2)イ ネ科栽培植物の検討

植物珪酸体分析で同定される分類群のうち栽培植物が含まれるものには、イネ以外にもムギ類、ヒ

エ属型 (ヒ エが含まれる)、
エノコログサ属型 (ア ワが含まれる)、 キビ属型 (キ ビが含まれる)、 ジュ

ズダマ属 (ハ トムギが含まれる)、 オヒシバ属 (シ ヨクビエが含まれる)、 モロコシ属型、 トウモロコ

シ属型などがあるが、これらの分類群はいずれの試料からも検出されなかった。

(3)植物珪酸体分析から推定される植生と環境

上記以外の分類群では、Ⅳ b層 とVa層 ではススキ属型、ウシクサ族Aが比較的多く検出され、キ

ビ族型、ヨシ属、メダケ節型、ネザサ節型、およびマンサク科 (イ スノキ属)やブナ科 (シ イ属)な

どの樹木 (照葉樹)も 検出された。Ⅳ a層ではメダケ節型やネザサ節型が大幅に増加しており、ヨシ

属は減少している。おもな分類群の推定生産量によると、Ⅳ b層 とVa層ではヨシ属やススキ属型、

Ⅳ a層 ではメダケ節型やネザサ節型が優勢となっている。

以上の結果から、弥生時代とされるVa層 および弥生～古代とされるⅣ b層の堆積当時は、ヨシ属

が生育するような湿地的な環境であり、周囲の乾燥 したところにはススキ属やチガヤ属、メダケ属 (メ

ダケ節やネザサ節)な どが生育していたと考えられる。また、遺跡周辺にはイスノキ属などの照葉樹

林が分布していたと推定される。

古代～中世とされるIV a層 の堆積当時は、メダケ属 (メ ダケ節やネザサ節)を主体としてススキ属

やチガヤ属なども生育する草原的な環境であり、部分的にヨシ属が生育するような湿地的なところも

見られたと考えられる。また、調査地点もしくはその近辺では稲作が行われていたと推定される。

6。 まとめ

植物珪酸体 (プラント・オパール)分析の結果、古代～中世とされるⅣ a層では、比較的少量のイ

ネが検出され、調査地点もしくはその近辺で稲作が行われていた可能性が認められた。当時の調査区

周辺は、メダケ属 (メ ダケ節やネザサ節)を主体としてススキ属やチガヤ属なども生育する草原的な

環境であり、部分的にヨシ属が生育するような湿地的なところも見られたと考えられる。また、遺跡

周辺にはイスノキ属などの照葉樹林が分布していたと推定される。

-55-



表9 植物珪酸体分析結果 (H18年度)

検出密度 (単位 :× 100個 /g)

地点 。試料        80ト レンチ

分類群          学名                1   2   3   4   5

, V, +ffiB Andropogoneae B type 13

イネ科

イネ

キビ族型
ヨシ属
ススキ属型

ウシクサ族A

タケ亜科
メダケ節型
ネザサ節型
ミヤコザサ節型

表皮毛起源

棒状珪酸体

茎部起源

Gramineae (Grasses)

Otyza sativa

Paniceae type

Phragnites
Miscanthustype

Andropogoneae A type

Bambusoideae (Bamboo)

Pleioblastus secL Nipponocalamus

Pleioblastus sect Nezasa

.t sa sect. Crassinodi

Husk hair origin

Rod-shaped

Stem origin

35      13

268     169     242

7

28       6

14      13      21       7

14      13      28      21      46

113      78     69     85      52

134      65      48     106      46

177       6       7       7       7

374      19     83     43      26

14

未分類等        Others                           14   7
その他のイネ科      Others

14      20

135      85

7       13

未分類等        Othe膊               438  266  326  340  261
シダ類          Fern                     6   7   21
樹木起源        Arbored

ブナ科 (シイ属)     α耐″

…

                 6
ブナ科 (アカガシ亜属)  Quercussubgen,3yclobJm″ sお                 7
クスノキ科       Lauraceae
マンサク科 (イ スノキ属)'お ″■m
その他         Others

7

14

14

7

14   13
1639 727

おもな分類群の推定生産量 (単位 :llg/ポ・cm):試料の仮比重を1.0と仮定して算出
イネ         のИ″"物           0.83 0.19
ヨシ属          〃

"♂"“
0.89    0.82    1.75    1,34    2.88

1.40    0.97    0.86    1.05    0.65ススキ属型
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ネザサ節型

ミヤコザサ節型

Miscanthus lype

“

θ′b夕a,ras sect.Nipponocalamus     2.05   0.08   0.08   0.08   0.08

Pleio blas t us sect Nezasa

Sasa sect. Crassinodi

1.80    0.09    0.40    0.20    0.13

0.04

タケ亜科の比率 (%)
メダケ節型       πJο b/26・ras sect.Nゎ ponoCdamus    53   45   17   25   38
ネザサ節型
ミヤコザサ節型

Pleioblastus sect Nezasa

Sasa sect. Crassinodi

47      55      83      62      62
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第 5章 まぬめ

後牟田遺跡は扇状地に位置 し、現在でも周辺では水日が営まれている。自然科学分析の結果、遺跡

が利用されていた当時、遺跡周辺は、湿地的な環境下にあり、その後、湿地的な環境に加え比較的乾

燥 した草原的な要素も加わつている。

遺跡は、扇状地のなかでもやや低い扇状地①と、それより高く段丘化した扇状地②の二つの地形面

にまたがって存在している。扇状地①では洪水堆積物と思われる礫や砂を主体とする層が厚 く堆積 し

ていた。44ト レンチでは弥生時代後期の遺物が出土した層の前後で砂 。礫層の堆積が認められ、そ

のすぐ南に位置し、同じく弥生時代後期の遺物が出上している47ト レンチでは一部砂質土を含むも

のの、中世まで黒色土を主体とした堆積が認められた。これは44ト レンチから南では地形面が扇状

地①から扇状地②になっていると思われ、扇状地①は旧河道である可能性が考えられる。

また、44ト レンチの弥生時代後期と考えられる遺物が出土した層のプラント・オパール分析を行っ

た結果、密度は低いもののイネが検出されており、遺跡あるいは遺跡周辺で稲作が行われていた可能

性が考えられた。14・ 33ト レンチでは弥生時代～中世の遺物が出土する層のプラント・オパール分

析を行った結果、44ト レンチ同様の結果が得られている。土層観察でも下層を巻き上げる状態が見

られるため、当遺跡の扇状地①部分では湿地的要素を利用し、稲作を行っていた可能性が考えられる。

一方、扇状地②では黒色土の削平を受けていたものの、弥生時代から中世にかけての遺構が多数検

出された。全面調査ではなかったため全容は不明であるが、少なくとも弥生時代中期後半から後期に

かけて竪穴住居跡 7軒、周溝状遺構 6基が構築されている。古代から中世にかけては掘立柱建物跡3

棟と溝状遺構 2条、時期不明の溝状遺構が 2条である。

竪穴住居跡については形態 。規模様々である。SA05では焼土と共に炭化材が多数検出され、焼失

住居の可能性が考えられる。また、周溝状遺構についても、規模・平面形態様々である。各遺構の時

期であるが、出土した土器を観察してみると、回縁部形態や胴部に多条の断面三角突帯を持つなど、

山之IIl式土器と、日縁部形態など中溝式上器の影響を受けているものとが認められるため、これらの

遺構は弥生時代中期後半に位置付けられ、各遺構の時期差はほとんど無いものと思われる。遺構の切

り合い関係から① ST01→ ST02・ 04 ② ST05→ ST03 ③ SA05→ ST03と いう時間の流れが考えられ

る (①～③の時間関係は不明)。 また、遺構間の土器接合も認められた。

古代から中世の遺構から出土する遺物の大半は弥生土器であった。遺構を構築する際に掘りあげら

れたものが流れ込んだものと考えられる。時期を示す遺物はSD01か ら土師器等の破片が数点出土し

たのみで、これについては中世と考えられるが、詳細な時期を決定することは出来ない。その他につ

いては古代から中世と時間幅を持たせてある。SD01は東西 34m、 南北 60m以上の規模で溝が巡っ

ている。この区画で囲まれた内側に同時期の掘立柱建物跡もあると考えられ、特にSB01に ついて

はSD01に平行 して位置しているように思われる。北側より南側では緩やかで広い溝となっている。

SB02-1・ 2については特に根石を持つことや、掘 り込み面での柱穴の規模等を考えても中世に属する

可能1生が高いと考えられるが、全体の規模が不明である。SB01-1と SB02-2に ついては、軸が多少ず

れており、柱穴の規模や埋土等には差が無いため欺数の可能性が考えられる。

「牟田」とは湿地を現す地名である。その名のとおり、後牟田遺跡は調査中も湧水や降雨後の水は

けの悪さに悩まされた。現在と当時とでは地下水の高さなど状況は異なると思われるが、今回の調査

で、後牟田遺跡では弥生時代中期後半には扇状地②面で集落を営み、弥生時代後期には扇状地①面で

稲作を行い、古代から中世にかけては、扇状地①面で稲作を、扇状地②面では溝で囲まれた内部に集

落を営む、といった、地形の特徴を生かして人々が/1_活 してきた一端をうかがい知ることが出来たの

ではないだろうか。
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7年度調査①

13T (南 から)

図版4

24T SD検出状況 (南から)

1lT SD検出状況 (南から)

24T SD完掘状況 (南から)

17T SA検出状況 (南から)

5T(南から) (南から) 25T(南から)

(南から) (南から) 27T (南東から)

轟・響
.1警

14T(南から) 18T(南から) 出土状況)
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図版5 H17年度調査②

47T 出土遺物 (17)

‐22

30T出土遺物

35T(南から)

30T(南から) 30T 遺物出土状況 36T(南から)

44T(南から) 44T 水田層 ? 遺物出土状況

(南から)23T(南から)

ミ

47T(南西か ら) 47T 遺物出土状況 (17)

H16年試掘調査出土遺物
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図版 6 H18年度調査①

54T(左上にSD01.中 央にPit):南 から 拡張 レンチ1,北西隅のSD01:北西から

ST05及び拡張 トレンチ 2土層

拡張トレンチ3,東隅SD01:北東から

77T(右側にSD01,右上,左下にPit):南から 87T,SD01:南西から 66T,SD03:南から

64T(手前),65T(奥)SA01検出:南西から
轟

59T SA02検出 :南西から

::111lJiril

60T SA03検出 :西から

SA01:Jヒから SA02:Jヒから Jヒ西から

遺物出土状況 72T(SA04及び SD01):西か らSA03
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拡張トレンチ3 土層③ :西から 拡張トレンチ.土層⑤ :北西から

図版7 H18年度調査②

26T東壁土層

71T(SA04):南 東から 拡張トレンチ3,遺構検出状況:北東から 拡張トレンチ3.遺構検出状況:南から

SA04完掘状況 :南西から SA05,ST03:Jヒ 東から SA05炭化材及び土層堆積状況

ST01完掘状況 :北から SB02-1(Pit4) SB02-1(Pit2)

80T遺構検出状況及び土層:南から 68T:西から 範囲確認状況
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図版8 H18年度調査③

68
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